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Eushearilide has a 24 membered ring and phosphocholine moiety. In previous study, we 

revealed that eushearilides have antibacterial activity and antifungal activity. In this study, we 

achieved the synthesis of acyclic eushearilide for studies on structure–activity relationships. 
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Eushearilide (1)は 2006 年に糸状菌 Eupenicillium shearii より単離されたマクロライ

ドである 1,2)。我々はこれまでに 1 の不斉全合成を達成し、その構造活性相関研究を

進めてきた 3,4)。本研究を通じて、1は種々の病原性菌類に対する抗菌活性を有するこ

とを明らかにしている。さらに、23 位のメチル基が欠損した類縁体を合成し薬理活

性調査を行ったところ、抗菌活性が維持されることを見出した 4)。今回、Eushearilide

の大員環構造が活性に及ぼす影響を調査するべく、炭素数が 1に対応する非環式ユー

シェアリライド(EU-N-2)を考案し、合成及び薬理活性調査を行った。 

1-ウンデカノール(2)のアシル化を行い、3を得た。3とデカナール(4)とのアルドー

ル反応により望みの炭素骨格を構築したのち、構造修飾を施すことで EU-N-2 の合成

を実施した。抗菌活性試験の結果、EU-N-2 は抗細菌活性を示さなかった。このこと

から、Eushearilide の大環状構造が抗細菌活性の発現に重要な役割を果たしているこ

とが示唆された。 
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